
〔感染症発生動向調査企画委員会情報〕                     １月報 

インフルエンザ定点（小児科定点を含む） 

インフルエンザ：       ５２３１件（前月比６２．３、前年比０．７）と爆発的な増加を呈しました。 

なかでも、菊池（定点当たり１０３．１）、山鹿（１００．３）、人吉（９２．８）、八代（８６．９）、

熊本（７９．５）が目立ちます。 

 

 

小児科定点 

（全体傾向）          報告数９９３２件（前月比２．１、前年比０．９）と増加しました。 

インフルエンザが５２３１件と半数以上を占め、感染性胃腸炎 ３２２４件（前月比１．３、

前年比１．９）と咽頭結膜熱 ５８件（前月比１．１、前年比０．５）が増加しました。 

前月比より減少したとはいえ、水痘 ３０６件（前月比０．８）、流行性耳下腺炎２１６件

（前月比０．７）は、尚、報告件数が多いようです。 

 

 

（疾患別傾向） 

１．ＲＳウイルス感染症：    １９５件（前月比０．５、前年比０．８）と減少しました。 

宇城（定点当たり１８．０）は多いようです。 

 

２．咽頭結膜熱：         ５８件（前月比１．１、前年比０．５）と漸増しました。 

 

３．Ａ群溶連菌咽頭炎：     ２９７件（前月比０．７、前年比１．４）と減少しました。熊本（定点当たり９．４）、天草（定

点当たり９．３）が多いようです。 

 

４．感染性胃腸炎：        ３２２４件（前月比１．３、前年比１．９）と増加しました。県下全域からの報告をみていま

すが、山鹿（定点当たり１７６．０）、人吉（定点あたり９２．３）、宇城（定点当たり８８．７）、

菊池（定点当たり８７．３）が特に多いようです。 

 

５．水  痘：           ３０６件（前月比０．８、前年比０．６）と減少しました。菊池（定点当たり１４．０）、宇城（定

点当たり１１．３）が多いようです。 

 

６．手足口病：            ７件（前月比０．７、前年比０．９）と減少しました。 

 

７．伝染性紅斑：           １８件（前月比０．８、前年比０．２）と減少しました。 

 

８．突発性発しん：         １５２件（前月比０．８、前年比１．２）と漸減しました。 

 

９．百 日 咳：           ２件（前月比０．７、前年比１．０）でした。 

 

１０． ヘルパンギーナ：     １５件（前月比０．８、前年比０．９）と漸減しました。 

 

１１．流行性耳下腺炎：      ２１６件（前月比０．７、前年比０．６）と漸減しました。水俣（定点あたり２１．５）が、定点あ

たり１０．０を超えています。       

 

 

眼科定点 

１．急性出血性結膜炎：     報告数１件（前月比 -、前年比１．０）熊本からの報告です。  



２．流行性角結膜炎：      報告数３９件（前月比０．５、前年比０．８）と減少しています。 

              地区別では熊本３３件、菊池１件、有明５件でした。年齢別では３０～４９歳に４６％と多

発しています。 

 

 

ＳＴＤ定点 

１．性器クラミジア感染症：報告数３１件（前月比 １．２、前年比 ０．６）でした。前月比では増加していますが、前

年比では減少しています。男女別は、女性が２５件と圧倒的に多く見られています。年

齢別は、女性は１５～３４歳に２１件と多く、男性では２０～２９歳に４件と多く見られてい

ます。地区別は、熊本２２件と圧倒的に多く、次いで、八代４件、宇城２件、山鹿、御船、

有明に各１件でした。 

 

２．性器ヘルペスウイルス感染症： 

報告数 １９件（前月比 １．５、前年比 １．４）でした。前月比、前年比とも増加していま

す。男女別は、女性が１４件と多く見られました。年齢別は、女性で２５～７０歳以上、男

性でも２０～７０歳以上と幅広く見られています。地区別は、熊本が１６件と多く、次いで

御船、八代、宇城に各１件でした。 

 

３．尖圭コンジローマ： 報告数は４件（前月比１．０、前年比１．０）でした。前月比、前年比とも同数でした。男女

別は男性、女性に各２件と同数でした。年齢別は、男性では２０～２４歳、３５～３９歳に

各１件、女性では３０～３４歳に見られています。地区別は、熊本３件、宇城１件でした。 

 

４．淋菌感染症：     報告数は １６件（前月比 １．０、前年比 ２．７）でした。前月比では同数でしたが、前年

比では増加しています。男女別は、男性に１０件と多く見られています。年齢別は、男性

は２０～３４歳に７件と多く、女性では１５～３４歳に見られています。地区別は、熊本１

３件と圧倒的に多く、次いで有明２件、宇城１件でした。 

 

 

基幹定点 

（月報分） 

１．メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症：  

報告数６８件（前月比０．８、前年比０．９）でした。５４件（７９％）が７０歳以上でした。久

しぶりに６０台に減少しました。 

 

２． ペニシリン耐性肺炎球菌感染症：  

報告数６件（前月比１．２、前年比３．０）でした。 

 

３．薬剤耐性緑膿菌感染症：  

報告数２件（前月比 ２．０、前年比 ＋２）でした。 

 

４．薬剤耐性アシネトバクター感染症： 

報告数０件（前月比 ±０、前年比 ±０）でした。 

 

 

（週報分） 

１．細菌性髄膜炎：      報告数２件（前月比 ０．７、前年比２．０）でした。 

 

２．無菌性髄膜炎：      報告数１件（前月比 ０．５ 、前年比 １．０）でした。 

 



３．マイコプラズマ肺炎：   報告数２２件（前月比０．６、前年比３．７）でした。減少に転じましたが、前年よりまだ多

く見られます。 

 

４．クラミジア肺炎：      報告数０件（前月比 ±０、前年比 -１）でした。 

 

 

届け出対象感染症 

１類感染症：          報告はありませんでした。  

２類感染症：          結核：２６件  

３類感染症：            報告はありませんでした。 
４類感染症：          Ｅ型肝炎：１件 

５類感染症（全数把握）：     劇症型溶血性レンサ球菌感染症：１件 

梅毒：２件 

                                バンコマイシン耐性腸球菌感染症：１件 

 


